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　個人研究「阪神淡路大震災と復興計画」について，
1996年度は基礎資料の収集に力点をおいて研究を進め
た。集めた資料を検討し，諸外国でのこれまでの経験
を参考にするのが，今年度の研究の目的のひとつにな
った。その結果，阪神淡路の震災ははじめに予想して
いたよりも，危機管理という点で大きな教訓と問題を
抱えていたことが判明した。行政学の観点かすると，
これは貴重の発見であるという感想をつよく抱いた。
　これまでの調査でもうひとつ判明したことは，神戸
の震災は危機管理と一般に呼ばれている問題の中て
も，「政策調整」という側面において，きわだった欠
陥と特色をもっていることであった。震災の経験はこ
の政策調整という課題について，行政とはいかにある
べきかを，なによりもよく示す生きた素材というの
が，これまで得られた結論である。
　そうした「発見」を念頭にしながら，1996年度には
じめに，震災復興を政策調整という視点から再検討す
るという作業にとりかかった。その結果，資料の整理
と収集を再度，試み，問題点の確認に相当な時間をか
けることになった。
　また，これに並行して，今年度は従来からの関心時
である，復興事業を土地区画整理という観点から検討
する作業も引き続き実施してきた。これからの課題
は，現在進行中の土地区画整理に関する事業を，政策
調整という問題にどう結び付けるかにかかっている。
　1997年2月はじめに，この研究に関連して兵庫県庁
と神戸市に出かけた。最初，神戸市灘区の王子公園周
辺を実見調査した。現地では，震災から2年を経過し
た現在でもなお残る仮設住宅の状況に関して，神戸市
職員からブリーフィングを受けた。
　その後，神戸市内に向かい，三宮周辺で進む土地区
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画整理事業の実態を視察した。この現地調査で分かっ
たことは，表通りと裏みちの間で格差が広がっている
ことである。表通りでは事業が順調に進み，復興は急
ピッチで進んでいる。ところが，一旦，裏通りや周辺
部に行くと，震災の傷跡はまだまだ残っている。長田
地区のように，整地だけで事業には全く手がつけられ
ていないところもあった。
　今後の課題は，こうした政策の格差を是正し，そこ
にどのような形で調整をつけていくかにある。そのた
めにも，来年度は現状を把握することに一層の関心を
寄せる必要があるように思われる。それを危機管理と
う概念に結節することがでぎれば，この調査の大部分
はおわったと言えるのかもしれない。ロ
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